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　公明党蕨市議団が、市政全般にわたって生活者の視線で行政要望を本
会議において提案をしたことで、数々の実績を残すことが出来ました。
ここで、主な実績を紹介させて頂きます。

・予防接種事業の拡充（定期接種化）
　子宮頸がんワクチン全額公費
　（中1～高1まで3回接種）
　ヒブワクチン全額公費
　（生後2ヶ月～5歳未満まで1～4回接種）
　小児用肺炎球菌ワクチン
　（生後2ヶ月～5歳未満まで1～4回接種）
・難聴児補聴器購入補助制度の創設
・災害図上訓練、防災リーダーの育成
制度の創設

・防犯灯設置工事事業の拡充
　（LED灯新設、取替100基分）
・東日本大震災被災団体派遣事業の実施
・蕨PR大使制度の創設
・協働事業提案制度の創設
・交通安全対策事業の拡充（ゾーン30指定）

・基幹システムのオープン化
・特別養護老人ホームの建設と整備
・戸籍副本データ管理システムの導入
・子ども子育て支援事業計画の創設
・保育園耐震化工事事業の実施
・未熟児養育医療費制度の創設
・民間保育園事業の拡充
・老朽空き屋等の安全管理に関する条例制定
・相続財産管理人等予納金制度の創設
・消防団全団へエンジンチェーンソーの配備
・防災行政無線の難聴地域調査の実施
・学校図書館教育支援員の配備
・わらび土曜塾の新規開設
・放課後子ども教室推進事業の拡充
・公民館耐震補強事業の実施
・図書館防犯カメラの設置

　２月25日から３月25日までの29日間の日程で議会が開かれました。
市長提出議案37件、補正予算案２件・議員提出条件案１件について審
議を致しました。
　公明党蕨市議団は、平成25年度の予算案に対して、市民の皆様の
「生活を守る・命を守る」ことを重要視し是々非々の立場で、代表質
疑・委員会審議・一般質問において激しい論戦を展開致しました。
　その後、討論・採決を行い閉会されました。

☆ 中学生までの子ども医療（通院・入院）の完全
無料化

☆ 中心市街地活性化事業の推進
☆ 行政評価制度の充実
☆ 安全安心きれいなまちづくり事業の実施
☆ 交通安全施設整備事業の拡充
　 （ソーラー街灯新設等）
☆ 地域生活支援事業の充実
☆ 障がい者夜間保護事業の実施
☆ 在宅要介護高齢者支援事業の実施
☆ 児童手当給付事業の拡充
☆ 南町留守家庭児童室増設
☆ 認可保育園事業の新設拡充
☆ 女性がん検診事業の実施（無料健診クーポン券）
☆ 妊婦一般健康無料診査事業の充実
　 （健診回数１人14回、超音波検査１回→４回）
☆ 自主防災組織への支援強化

☆ 中小企業資金融資事業の拡充（新規利用
者、利子額全額給付等）

☆ 橋りょう補修事業の整備
☆ 錦町土地区画整理事業の増額
☆ 蕨駅東西口エレベーター設置
☆ 公園等整備事業の充実
☆ 通教指導教室の設置（発達、情緒障がい通
級指導教室を中心に整備）

☆ 幼稚園児補助金制度の拡充（3・4歳児 １人
28,000円、5歳児40,000円）

☆ 駅前文化ホール整備事業の実施
☆ 新旭町公民館整備事業の実施
☆ 放射能詳細測定と除染の実施
☆ 学校給食の放射能測定の実施
☆ 小中学校普通教室のエアコン設置
☆ 小中学校校舎耐震化の完全実施
☆ 体育館及び非構造部材の耐震化補強事業実施

蕨市議会・平成25年第１回（３月）蕨市議会定例会

公明党の主張が実現！
政策実現政党「公明党」

http://www.komei-warabi.comhttp://www.komei-warabi.com

﹇
質
問
﹈
上
水
道
に
お
け
る
基
幹
管
路
以

外
の
管
路
耐
震
化
工
事
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

﹇
答
弁
﹈
平
成
７
年
度
か
ら
管
路
新
設
及

び
更
新
時
に
お
い
て
口
径
200
ミ
リ
以
上
の

配
水
管
、
全
て
耐
震
性
の
高
い
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
及
び
老
朽
鋳
鉄
管
な
ど

の
更
新
事
業
や
、
輻
輳
管
及
び
連
合
管
の

整
備
事
業
な
ど
に
併
せ
、
平
成
12
年
度
か

ら
は
、
全
て
の
口
径
に
お
い
て
耐
震
性
の

高
い
配
水
管
を
採
用
し
耐
震
化
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
末
の
耐
震
化
率

は
、
基
幹
管
路
で
80.89
％
そ
の
他
の
管
で

43.51
％ 

全
体
で
は
44.92
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
「
管
路
更
新
計
画
」
に
基
づ
き
、

耐
震
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
災
害
図
上
訓
練
に
つ
い
て
」

                                        

﹇
質
問
﹈
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

﹇
答
弁
﹈
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
、
地

域
防
災
を
担
い
、
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
進
め
る
人
材
と
し
て
、
平
成
25
年
度

よ
り
実
施
す
る
「
災
害
図
上
訓
練
」「
避

難
所
運
営
訓
練
」
に
市
内
37
自
主
防
災
会

か
ら
概
ね
３
名
程
度
の
方
々
を
対
象
に
実

施
致
し
ま
す
。
次
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し

て
も
受
講
者
を
入
れ
替
え
、
継
続
し
て
実

施
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
個
々
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
の
計
画

﹇
答
弁
﹈
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
現
在
、
災
害

体
制
や
職
員
配
置

等
を
考
慮
し
な
が

ら
、
職
員
の
初
動

に
関
す
る
職
員
初

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
、
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
順

次
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
災
害
図
上
訓
練
に
学
校
関
係
者

は
入
ら
な
い
の
か

﹇
答
弁
﹈
今
年
度
の
図
上
訓
練
は
、
学
校

関
係
者
の
参
加
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
は
災
害

時
に
被
災
者
の
避
難
場
所
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
担
う
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
校
関
係
者
が
参
加
出
来
る
研
修
等
の
実

施
に
つ
き
ま
し
て
、
教
育
委
員
会
と
調
整

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｢

富
士
山
噴
火
に
伴
う
火
山
灰
被
害
に

つ
い
て
」

﹇
質
問
﹈
市
の
対
応
及
び
注
意
喚
起
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

﹇
答
弁
﹈
富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
に
は
、

情
報
収
集
に
努
め
、
国
や
県
か
ら
の
指
示

に
基
づ
き
対
応
致
し
ま
す
。
ま
た
、
注
意

喚
起
に
つ
き
ま
し
て
は
、
噴
火
に
関
す
る

事
前
情
報
も
含
め
、
防
災
行
政
無
線
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
車
等
を
使
用
し
、

外
出
を
控
え
る
等
の
注
意
喚
起
を
実
施
致

し
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
電
子
機
器

そ
の
対
応
に
つ
い
て

﹇
答
弁
﹈
お
お
む
ね
影
響
が
な
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
仮
に
火
山
灰
の
降

灰
に
よ
り
、
機
器
自
体
が
故
障
し
た
と
し

て
も
、
す
べ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
り
、

業
務
の
継
続
性
は
確
保
で
き
て
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
道
路
に
溜
ま
っ
た
火
山
灰
処
理

に
つ
い
て
ど
う
し
て
い
く
の
か

﹇
答
弁
﹈
本
市
で
は
、
火
山
災
害
を
個
別

に
取
り
上
げ
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作

成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
富
士
山
の
降
灰
に

よ
り
道
路
に
溜
ま
っ
た
火
山
灰
の
処
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
の
機
能
確
保
な
ど

の
観
点
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
、
降
灰
対
策

に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
本
市
の
上
水
道
に
つ
い
て
の
降

灰
に
よ
る
給
水
停
止
等
の
影
響
は
あ
る
と

思
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
本
市
の
浄
水
場
施
設
は
、
外
部

か
ら
の
異
物
の
混
入
を
防
止
す
る
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
水
の
送

水
元
で
あ
る
大
久
保
浄
水
場
が
降
灰
に
よ

り
浄
水
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
県

水
の
受
水
が
停
止
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

長
期
化
し
た
場
合
は
本
市
の
上
水
道
に
も

断
水
や
減
水
な
ど
の
影
響
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
小
・
中
学
校
の
登
下
校
時
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
宮
崎
県
や
鹿
児
島
県
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
る
と
、「
被
害
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
登
校
時
間
を
変
更
し
た
り
授
業
中

や
下
校
時
で
あ
れ
ば
校
内
に
避
難
さ
せ
た

り
す
る
。」
等
、
屋
内
に
と
ど
め
て
安
全

確
保
に
努
め
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
事
例
を
含
め
、
最
善
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
状
況
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
学
校

の
防
災
体
制
や
防

災
教
育
を
充
実
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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【
平
成
25
年
度
当
初
予
算
代
表
質
疑
】

―

　
歳　
入　

―

〔
１
〕
市
税
全
般
の
積
算
内
容
並
び
に
市

民
税
の
増
額
理
由
に
つ
い
て
（
個

人
分
・
法
人
分
の
内
訳
）
及
び
滞

納
対
策
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
２
〕
自
動
車
取
得
税
交
付
金
の
今
後
の

推
移
に
つ
い
て

〔
３
〕
地
方
特
例
交
付
金
及
び
地
方
交
付

税
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
４
〕
分
担
金
及
び
負
担
金
の
増
額
内
容

に
つ
い
て

〔
５
〕
使
用
料
及
び
手
数
料
の
増
額
内
容

に
つ
い
て

〔
６
〕
国
庫
支
出
金
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
７
〕
財
産
収
入
の
財
産
運
用
収
入
の
減

額
内
容
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

〔
８
〕
繰
入
金
の
財
政
調
整
基
金
、
職
員

退
職
手
当
基
金
、
公
共
下
水
道
事

業
整
備
基
金
、
公
共
施
設
改
修
基

金
の
各
々
の
積
算
内
容
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て

〔
９
〕
諸
収
入
の
戸
田
競
艇
事
業
収
入
等

の
減
額
理
由
に
つ
い
て

〔
10
〕
市
債
の
発
行
内
容
並
び
に
市
債
残

高
と
今
後
の
推
移
に
つ
い
て

―

　
歳　
出　

―

〔
１
〕
性
質
別
歳
出
の
予
算
状
況
と
特
に

人
件
費
の
抑
制
策
に
つ
い
て

〔
２
〕
庁
用
備
品
管
理
費
の
内
容
に
つ
い
て

〔
３
〕
防
犯
対
策
事
業
の
事
業
内
容
に
つ

い
て

〔
４
〕
広
報
紙
発
行
事
業
並
び
に
番
組
制

作
委
託
料
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
５
〕
公
有
財
産
管
理
費
の
内
容
に
つ
い
て

〔
６
〕
長
期
計
画
策
定
委
託
料
に
つ
い
で

〔
７
〕
総
合
行
政
情
報
化
推
進
事
業
の
内

容
に
つ
い
て

〔
８
〕
電
算
運
用
管
理
費
の
内
容
に
つ
い
て

〔
９
〕
協
働
提
案
事
業
補
助
金
の
積
算
根

拠
に
つ
い
て

〔
10
〕
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
促
進
費
及
び
町

会
振
興
事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
11
〕
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
の
内
容

及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て

〔
12
〕
駅
前
自
転
車
等
対
策
事
業
の
積
算

根
拠
に
つ
い
て

〔
13
〕
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
の

内
容
に
つ
い
て

〔
14
〕
徴
収
事
務
費
の
積
算
内
訳
並
び
に

事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
15
〕
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
の
予

算
内
容
に
つ
い
て

《
民
生
費
》

〔
１
〕
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業
の
積

算
根
拠
に
つ
い
て

〔
２
〕
市
民
葬
事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
３
〕
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
費
の
内

容
に
つ
い
で

〔
４
〕
自
立
支
援
給
付
事
業
及
び
地
域
生
活

支
援
事
業
並
び
に
障
害
者
日
常
生
活

支
援
事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
５
〕
障
害
者
福
祉
費
（
施
設
管
理
費
）
の

指
定
管
理
料
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
６
〕
高
齢
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃

助
成
金
の
積
算
内
容
に
つ
い
て

〔
７
〕
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
事
業

内
容
に
つ
い
て

〔
８
〕
紙
お
む
つ
給
付
費
の
積
算
内
容
に

つ
い
て

〔
９
〕
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
借
上
事
業
の

内
容
に
つ
い
て

〔
10
〕
在
宅
要
介
護
高
齢
者
支
援
事
業
及

び
寧
幸
会
補
助
金
の
事
業
内
容
に

つ
い
て

〔
11
〕
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

の
積
算
根
拠
と
脳
ド
ッ
ク
健
診
事

業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
12
〕
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

各
々
の
特
別
会
計
繰
出
金
の
積
算

根
拠
に
つ
い
て

〔
13
〕
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
事

業
内
容
に
つ
い
て

〔
14
〕
こ
ど
も
医
療
給
付
費
の
積
算
根
拠

に
ら
い
て

〔
15
〕
児
童
手
当
給
付
費
の
積
算
内
容
に

つ
い
て

〔
16
〕
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
事
業
の

事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
17
〕
留
守
家
庭
児
童
保
育
事
業
の
積
算

内
容
に
つ
い
て

〔
18
〕
保
育
園
費
の
積
算
内
容
に
つ
い
て

〔
19
〕
生
活
保
護
扶
助
事
業
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

《
衛
生
費
》

〔
１
〕
救
急
医
療
対
策
事
業
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

〔
２
〕
が
ん
健
診
等
委
託
料
の
積
算
根
拠

に
つ
い
て

〔
３
〕
予
防
接
種
及
び
個
別
勧
奨
が
ん
検

診
委
託
料
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
４
〕
乳
幼
児
等
健
診
事
業
全
般
の
事
業

内
容
に
つ
い
て

〔
５
〕
環
境
対
策
費
全
般
の
事
業
内
容
に

つ
い
て

〔
６
〕
市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金
の
積

算
根
拠
に
つ
い
て

《
労
働
費
》

〔
１
〕
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金
の

積
算
根
拠
に
つ
い
て

《
商
工
費
》

〔
１
〕
商
工
業
活
性
化
支
援
事
業
の
事
業

内
容
に
つ
い
て

〔
２
〕
中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資

預
託
金
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
３
〕
小
口
事
業
資
金

融
資
預
託
金
の

積
算
根
拠
に
つ

い
て

〔
４
〕
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
の
事

業
内
容
に
つ
い

て

《
土
木
費
》

〔
１
〕
相
続
財
産
管
理
人
費
用
等
予
納
金

の
内
容
に
つ
い
で

〔
２
〕
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
補
助

事
業
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
３
〕
老
朽
空
き
家
等
解
体
補
助
金
の
内

容
に
つ
い
て

〔
４
〕
道
路
、
公
園
、
緑
化
推
進
の
各
関

係
環
境
整
備
委
託
料
の
積
算
内
容

に
つ
い
て

〔
５
〕
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費
の
積
算
根

拠
に
つ
い
て

〔
６
〕
道
路
新
設
改
良
費
の
事
業
内
容
に

つ
い
て

〔
７
〕
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
見
直

し
委
託
料
の
委
託
内
容
に
つ
い
て

〔
８
〕
駅
西
口
市
街
地
再
開
発
事
業
の
積

算
内
容
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

〔
９
〕
錦
町
・
中
央
第
一
区
画
整
理
事
業

の
繰
出
金
の
積
算
根
拠
及
び
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の

積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
10
〕
公
園
等
維
持
管
理
委
託
料
の
委
託

内
容
に
つ
い
て

〔
11
〕
公
園
等
整
備
工
事
事
業
の
内
容
に

つ
い
て

《
消
防
費
》

〔
１
〕
消
防
・
救
急
活
動
費
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

〔
２
〕
災
害
予
防
対
策
事
業
並
び
に
自
主

防
災
組
織
育
成
事
業
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

《
教
育
費
》

〔
１
〕
学
校
図
書
館
教
育
支
援
員
事
業
の

内
容
に
つ
い
て

〔
２
〕
外
国
人
英
語
指
導
助
手
派
遣
事
業

の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
３
〕
少
人
数
学
級
推
進
事
業
の
事
業
内

容
に
つ
い
て

〔
４
〕
さ
わ
や
か
相
談
事
業
の
事
業
実
績

内
容
等
に
つ
い
て

〔
５
〕
幼
稚
園
児
補
助
金
の
予
算
内
訳
に

つ
い
て

〔
６
〕
小
中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事
の
内

容
と
今
後
の
事
業
計
画
に
づ
い
て

〔
７
〕
教
育
情
報
化
推
進
事
業
の
積
算
内

容
に
つ
い
て

〔
８
〕
図
書
整
備
事
業
（
小
・
中
学
校
）
の

各
内
容
に
つ
い
て

〔
９
〕
入
学
資
金
貸
与
及
び
奨
学
金
貸
与

事
業
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
10
〕
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の

内
容
に
つ
て

〔
11
〕
文
化
ホ
ー
ル
・
く
る
る
指
定
管
理

料
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
12
〕
旭
町
公
民
館
指
定
管
理
料
の
積
算

根
拠
に
つ
い
て

〔
13
〕
市
民
体
育
館
指
定
管
理
料
及
び
学

校
給
食
調
理
等
業
務
委
託
料
の
効

果
額
に
つ
い
て

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
本
市
に
お
け
る
各
種
が
ん
検
診

の
受
診
者
数
・
受
診
率
実
態
と
が
ん
対
策

推
進
目
標
値
の
受
診
率
50
％
に
対
す
る
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
か
。

﹇
答
弁
﹈ 

23
年
度
の
肺
が
ん
検
診
は
、

１
０
，
１
２
１
人
、
53.2
％
、
乳
が
ん
検
診
は
、

２
，
１
２
９
人
、
15
％
、
子
宮
が
ん
検
診
は
、

２
，
３
７
６
人
、
14.8
％
、
大
腸
が
ん
検
診
は
、

２
，
０
１
７
人
、
8.9
％
、
胃
が
ん
検
診
は
、

１
，
１
７
１
人
、
5.6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

25
年
度
か
ら
の
「
わ
ら
び
健
康
ア
ッ
プ
計

画
」
で
の
重
点
的
取
り
組
み
と
し
て
、
効

果
的
な
広
報
、
啓
発
な
ど
計
画
的
に
受
診

率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
個
別
に
行
な
わ
れ
て
い
る
胃
、
肺
、

大
腸
、
子
宮
、
乳
が
ん
の
５
種
類
の
が
ん

検
診
を
男
性
は
３
種
類
、
女
性
は
５
種
類

一
括
し
て
受
診
で
き
る
「
総
合
が
ん
検
診
」

制
度
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。
あ
わ
せ
て
、

「
が
ん
対
策
推
進
条
例
」
制
定
に
取
り
組

む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

﹇
答
弁
﹈
総
合
が
ん
検
診
制
度
に
つ
い
て
は
、

節
目
検
診
と
し
て
、
５
つ
の
検
診
全
て
を

ま
と
め
て
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
同

時
に
実
施
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
総
合
病
院

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
県
レ
ベ
ル
で
の
条
例

制
定
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
検
診
も
含
め
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
胃
が
ん
検
診
を
従
来
の
バ
リ
ウ
ム

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
か
ら
ピ
ロ
リ
菌
Ａ
Ｂ
Ｃ
リ

ス
ク
検
査
へ
の
導
入
実
施
は
で
き
な
い
か
。

﹇
答
弁
﹈
血
液
検
査
で
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
と

胃
の
委
縮
度
を
測
る
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
を
測

定
す
る
も
の
で
す
が
、
実
施
自
治
体
は
少

な
く
、
今
後
、
先
進
市
で
の
効
果
を
含
め
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
推
進
に

つ
い
て

﹇
質
問
﹈（
株
）Ｏ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
サ
ー
ブ
と
社

会
福
祉
法
人
ぱ
る
と
の
賃
貸
借
契
約
の
締

結
、
ま
た
、
こ
の
度
の
特
養
施
設
の
県
の

承
認
お
よ
び
補
助
金
活
用
の
状
況
は
ど
の

よ
う
で
あ
る
か
。

﹇
答
弁
﹈
賃
貸
借
契
約
は
、
50
年
間
の
一
般

定
期
借
地
権
契
約
と
な
っ
て
お
り
、
県
の

承
認
は
、
24
年
９
月
に
県
の
高
齢
介
護
課

の
審
査
、10
月
に
本
庁
の
審
査
、11
月
に「
老

人
福
祉
施
設
設
立
計
画
書
の
事
前
審
査
結

果
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、
計
画
を
認
め
る

と
い
う
通
知
を
頂
き
ま
し
た
。
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
25
年
度
に
２
割
、
26
年
度
に

８
割
の
交
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
一
床
300

万
と
施
設
整
備
金
2500
万
）
県
議
会
で
の
予

算
案
可
決
に
よ
り
支
出
が
担
保
さ
れ
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
確

保
奨
励
金
の
算
出
根
拠
と
奨
励
金
交
付
要

綱
に
基
づ
く
支
払
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
算
出
根
拠
は
、
建
設
の
た
め
の

用
地
に
関
わ
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
の
課
税
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
り
、

支
払
方
法
は
、
24
年
度
か
ら
５
年
間
交
付

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
21
世
紀
に
お
け
る
第
２
次
国
民

健
康
づ
く
り
運
動
（
健
康
日
本
21
）
が
公

表
さ
れ
た
が
、
本
市
で
の
健
康
わ
ら
び
21

計
画
（
第
２
次
）
の
策
定
に
あ
た
り
前
計

画
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
、
第
２
次

の
目
標
と
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
第
１
次
計
画
の
成
果
と
し
て
は
、

93
項
目
の
健
康
指
標
の
う
ち
、
目
標
値
に

達
し
た
も
の
が
31
項
目
、
改
善
傾
向
が
33

項
目
と
向
上
が
見
ら
れ
ま
す
。
が
ん
検
診

の
受
診
率
に
つ
い
て
も
胃
が
ん
は
、
2.0
か

ら
5.6
％
、
乳
が
ん
は
、
3.1
か
ら
15
％
、
大

腸
が
ん
は
、
２
か
ら
8.9
％
へ
向
上
し
て
お

り
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
市
民
へ
の
計

画
の
周
知
不
足
、
市
民
と
行
政
と
の
共
通

認
識
不
足
、
関
係
団
体
と
の
連
携
不
足
が

あ
る
。「
わ
ら
び
健
康
ア
ッ
プ
計
画
の
目

標
と
計
画
」
に
つ
い
て
は
、「
す
べ
て
の

市
民
が
健
康
度
を
ア
ッ
プ
し
て
、
健
康
密

度
も
日
本
一
の
ま
ち
へ
」
を
理
念
と
し
て
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
毎
の
取
り
組
み
の
方
向

と
指
標
毎
の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
健

康
寿
命
を
延
伸
し
て
、
誰
も
が
健
康
で
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
活
力
の
あ
る
健
康
都

市
わ
ら
び
を
目
指
し
、推
進
し
て
い
き
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
県
は
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
を

支
援
す
る
「
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

本
市
で
の「
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
」と
は
、

ど
う
い
う
役
割
な
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
に
つ
い

て
は
、「
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
事
業
」

を
展
開
す
る
た
め
に
、
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
区

を
ま
と
め
て
頂
き
、
地
域
ぐ
る
み
で
モ
デ

ル
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
化

工
事
計
画
に
お
け
る
非
構
造
部
材
の
耐

震
化
に
つ
い
て
の
見
解
」

﹇
質
問
﹈
蕨
市
が
、
今
後
実
施
す
る
公
共

施
設
耐
震
診
断
と
耐
震
設
計
の
中
に
天

井
・
窓
ガ
ラ
ス
等
の
非
構
造
部
材
は
含
ま

れ
て
い
る
の
か

﹇
答
弁
﹈
耐
震
工
事
の
際
に
は
、
主
要
構

造
部
に
準
じ
て
構
造
体
を
構
成
し
て
い
る

非
構
造
部
材
、
な
ど
の
安
全
性
も
併
せ
て

診
断
し
て
い
ま
す
が
、
天
井
材
や
窓
ガ
ラ

ス
な
ど
内
装
仕
上
げ
材
な
ど
に
係
る
非
構

造
部
材
ま
で
確
認
の
範
囲
は
広
げ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
の
優
先
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
既
に
実
施
済
み
の
小
・
中
学
校

校
舎
と
25
年
度
耐
震
化
工
事
実
施
予
定
の

保
育
園
に
つ
い
て
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

診
断
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
校
舎
の
耐

震
改
修
は
、
主
要
構
造
部
の
耐
震
性
能
の

確
保
を
目
的
と
す
る
耐
震
に
特
化
し
た
改

修
で
あ
る
た
め
、
ト
イ
レ
の
間
仕
切
壁
や

高
架
水
槽
な
ど
、
構
造
的
な
検
討
に
よ
り

安
全
性
の
向
上
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
限

定
的
な
非
構
造
部
材
に
つ
い
て
の
み
、
耐

震
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
保
育
園
の
耐

震
化
補
強
工
事
は
、
天
井
、
窓
ガ
ラ
ス
な

ど
の
非
構
造
部
材
ま
で
工
事
の
対
象
に
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
非
構
造
部
材
の
耐

震
点
検
は
、
建
物
の
長
寿
命
化
を
図
る
際
、

改
修
方
法
の
検
討
、
設
計
に
合
わ
せ
て
実

施
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
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　公明党蕨市議団が、市政全般にわたって生活者の視線で行政要望を本
会議において提案をしたことで、数々の実績を残すことが出来ました。
ここで、主な実績を紹介させて頂きます。

・予防接種事業の拡充（定期接種化）
　子宮頸がんワクチン全額公費
　（中1～高1まで3回接種）
　ヒブワクチン全額公費
　（生後2ヶ月～5歳未満まで1～4回接種）
　小児用肺炎球菌ワクチン
　（生後2ヶ月～5歳未満まで1～4回接種）
・難聴児補聴器購入補助制度の創設
・災害図上訓練、防災リーダーの育成
制度の創設
・防犯灯設置工事事業の拡充
　（LED灯新設、取替100基分）
・東日本大震災被災団体派遣事業の実施
・蕨PR大使制度の創設
・協働事業提案制度の創設
・交通安全対策事業の拡充（ゾーン30指定）

・基幹システムのオープン化
・特別養護老人ホームの建設と整備
・戸籍副本データ管理システムの導入
・子ども子育て支援事業計画の創設
・保育園耐震化工事事業の実施
・未熟児養育医療費制度の創設
・民間保育園事業の拡充
・老朽空き屋等の安全管理に関する条例制定
・相続財産管理人等予納金制度の創設
・消防団全団へエンジンチェーンソーの配備
・防災行政無線の難聴地域調査の実施
・学校図書館教育支援員の配備
・わらび土曜塾の新規開設
・放課後子ども教室推進事業の拡充
・公民館耐震補強事業の実施
・図書館防犯カメラの設置

　２月25日から３月25日までの29日間の日程で議会が開かれました。
市長提出議案37件、補正予算案２件・議員提出条件案１件について審
議を致しました。
　公明党蕨市議団は、平成25年度の予算案に対して、市民の皆様の
「生活を守る・命を守る」ことを重要視し是々非々の立場で、代表質
疑・委員会審議・一般質問において激しい論戦を展開致しました。
　その後、討論・採決を行い閉会されました。

☆ 中学生までの子ども医療（通院・入院）の完全
無料化

☆ 中心市街地活性化事業の推進
☆ 行政評価制度の充実
☆ 安全安心きれいなまちづくり事業の実施
☆ 交通安全施設整備事業の拡充
　 （ソーラー街灯新設等）
☆ 地域生活支援事業の充実
☆ 障がい者夜間保護事業の実施
☆ 在宅要介護高齢者支援事業の実施
☆ 児童手当給付事業の拡充
☆ 南町留守家庭児童室増設
☆ 認可保育園事業の新設拡充
☆ 女性がん検診事業の実施（無料健診クーポン券）
☆ 妊婦一般健康無料診査事業の充実
　 （健診回数１人14回、超音波検査１回→４回）
☆ 自主防災組織への支援強化

☆ 中小企業資金融資事業の拡充（新規利用
者、利子額全額給付等）

☆ 橋りょう補修事業の整備
☆ 錦町土地区画整理事業の増額
☆ 蕨駅東西口エレベーター設置
☆ 公園等整備事業の充実
☆ 通教指導教室の設置（発達、情緒障がい通
級指導教室を中心に整備）

☆ 幼稚園児補助金制度の拡充（3・4歳児 １人
28,000円、5歳児40,000円）

☆ 駅前文化ホール整備事業の実施
☆ 新旭町公民館整備事業の実施
☆ 放射能詳細測定と除染の実施
☆ 学校給食の放射能測定の実施
☆ 小中学校普通教室のエアコン設置
☆ 小中学校校舎耐震化の完全実施
☆ 体育館及び非構造部材の耐震化補強事業実施

蕨市議会・平成25年第１回（３月）蕨市議会定例会

公明党の主張が実現！
政策実現政党「公明党」

http://www.komei-warabi.comhttp://www.komei-warabi.com

﹇
質
問
﹈
上
水
道
に
お
け
る
基
幹
管
路
以

外
の
管
路
耐
震
化
工
事
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

﹇
答
弁
﹈
平
成
７
年
度
か
ら
管
路
新
設
及

び
更
新
時
に
お
い
て
口
径
200
ミ
リ
以
上
の

配
水
管
、
全
て
耐
震
性
の
高
い
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
及
び
老
朽
鋳
鉄
管
な
ど

の
更
新
事
業
や
、
輻
輳
管
及
び
連
合
管
の

整
備
事
業
な
ど
に
併
せ
、
平
成
12
年
度
か

ら
は
、
全
て
の
口
径
に
お
い
て
耐
震
性
の

高
い
配
水
管
を
採
用
し
耐
震
化
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
末
の
耐
震
化
率

は
、
基
幹
管
路
で
80.89
％
そ
の
他
の
管
で

43.51
％ 

全
体
で
は
44.92
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
「
管
路
更
新
計
画
」
に
基
づ
き
、

耐
震
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
災
害
図
上
訓
練
に
つ
い
て
」

                                        

﹇
質
問
﹈
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

﹇
答
弁
﹈
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
、
地

域
防
災
を
担
い
、
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
進
め
る
人
材
と
し
て
、
平
成
25
年
度

よ
り
実
施
す
る
「
災
害
図
上
訓
練
」「
避

難
所
運
営
訓
練
」
に
市
内
37
自
主
防
災
会

か
ら
概
ね
３
名
程
度
の
方
々
を
対
象
に
実

施
致
し
ま
す
。
次
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し

て
も
受
講
者
を
入
れ
替
え
、
継
続
し
て
実

施
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
個
々
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
の
計
画

﹇
答
弁
﹈
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
現
在
、
災
害

体
制
や
職
員
配
置

等
を
考
慮
し
な
が

ら
、
職
員
の
初
動

に
関
す
る
職
員
初

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
、
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
順

次
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
災
害
図
上
訓
練
に
学
校
関
係
者

は
入
ら
な
い
の
か

﹇
答
弁
﹈
今
年
度
の
図
上
訓
練
は
、
学
校

関
係
者
の
参
加
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
は
災
害

時
に
被
災
者
の
避
難
場
所
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
担
う
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
校
関
係
者
が
参
加
出
来
る
研
修
等
の
実

施
に
つ
き
ま
し
て
、
教
育
委
員
会
と
調
整

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｢
富
士
山
噴
火
に
伴
う
火
山
灰
被
害
に

つ
い
て
」

﹇
質
問
﹈
市
の
対
応
及
び
注
意
喚
起
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

﹇
答
弁
﹈
富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
に
は
、

情
報
収
集
に
努
め
、
国
や
県
か
ら
の
指
示

に
基
づ
き
対
応
致
し
ま
す
。
ま
た
、
注
意

喚
起
に
つ
き
ま
し
て
は
、
噴
火
に
関
す
る

事
前
情
報
も
含
め
、
防
災
行
政
無
線
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
車
等
を
使
用
し
、

外
出
を
控
え
る
等
の
注
意
喚
起
を
実
施
致

し
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
電
子
機
器

そ
の
対
応
に
つ
い
て

﹇
答
弁
﹈
お
お
む
ね
影
響
が
な
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
仮
に
火
山
灰
の
降

灰
に
よ
り
、
機
器
自
体
が
故
障
し
た
と
し

て
も
、
す
べ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
り
、

業
務
の
継
続
性
は
確
保
で
き
て
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
道
路
に
溜
ま
っ
た
火
山
灰
処
理

に
つ
い
て
ど
う
し
て
い
く
の
か

﹇
答
弁
﹈
本
市
で
は
、
火
山
災
害
を
個
別

に
取
り
上
げ
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作

成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
富
士
山
の
降
灰
に

よ
り
道
路
に
溜
ま
っ
た
火
山
灰
の
処
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
の
機
能
確
保
な
ど

の
観
点
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
、
降
灰
対
策

に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
本
市
の
上
水
道
に
つ
い
て
の
降

灰
に
よ
る
給
水
停
止
等
の
影
響
は
あ
る
と

思
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
本
市
の
浄
水
場
施
設
は
、
外
部

か
ら
の
異
物
の
混
入
を
防
止
す
る
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
水
の
送

水
元
で
あ
る
大
久
保
浄
水
場
が
降
灰
に
よ

り
浄
水
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
県

水
の
受
水
が
停
止
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

長
期
化
し
た
場
合
は
本
市
の
上
水
道
に
も

断
水
や
減
水
な
ど
の
影
響
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
小
・
中
学
校
の
登
下
校
時
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
宮
崎
県
や
鹿
児
島
県
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
る
と
、「
被
害
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
登
校
時
間
を
変
更
し
た
り
授
業
中

や
下
校
時
で
あ
れ
ば
校
内
に
避
難
さ
せ
た

り
す
る
。」
等
、
屋
内
に
と
ど
め
て
安
全

確
保
に
努
め
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
事
例
を
含
め
、
最
善
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
状
況
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
学
校

の
防
災
体
制
や
防

災
教
育
を
充
実
し

て
ま
い
り
ま
す
。




